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マングローブ林内での花粉の挙動は，風による飛散，潮の干満の変化による海水の流れ，河

川水の影響を受けていると考えられる．マングローブ林内での風による花粉粒の飛散について

は，その影響が比較的少ないことを ンノガポールのマングロープ林内でのデータにもとづい

てTayloret al. (2001)が示している． したがって，海水や河川水による花粉粒の運搬によ って，

周辺地域の植生が平均化されて表層堆積物の花粉群集に反映されている可能性が高い．SG209で

は多様なマングローブが観察されているが，おそらくその周辺地域ではRhizophoraが卓越する

植生が存在するものと思われる．

R-0タイプの花粉群集を含む試料の採取地近傍は． SG116を除きRhizophoraが優勢または普

通に見られ，花粉群集は採取地近傍の植生の特徴をよく表している．非マングローブ花粉を多

く含むことは． R-Rタイプよりも ．陸域の植物からの花粉の影響を受けているといえる．Gramineae

花粉は，熱帯低地雨林が人為的に破壊あるいは開発された後の裸地に形成された先駆的な草原

から由来していると考えられる．また，Palmaecf. Cocoは植裁されたココヤシ (Coconucifera) 

由来のものと考えられる． SG116ではAvicenniaが優勢であるが．花粉の含有率は4.5％と分析

試料中ではもっとも高いものの比較的低い．このことは上述の R-Rタイプの場合と同様に説明

できる，

EOタイ プの花粉群躾を産する試料の採取地近傍では，いずれも Rhizophoraなどが優勢で

Excoecariaは内陸部に散在するにすぎない， したがって，このタイプも採集地近傍ではなく周

辺一帯の植生を反映しているものと考えられる．また， Excoecariaは現存鼠よりも過大表現さ

れてしヽる可能性が高し＼このタ イプも非マングロープ花粉が多く ．陸域からの花粉の影響が強
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第 3図．花粉群集タイプの分布図．
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Fig. 3. Map showing the sample localities for each pollen assemblage type. 
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採取地と花粉群集

3タイプの花粉群集と試料採取地の関係を第 3図に示した．陸域の植生の影響が少ない R-Rタ

イプはSG101を除いていずれも面積の小さい島からの試料の群集で， 一方陸域の影響を強く受

けた R-0タイ プと E-0タイプはSG112を除いて本島からのものである．このことはマングロー

ブ被植率に関係していると思われる． Ubin島や Semakau島では島の面積に占めるマングローブ

の被植率が本島より高いことが地形図から判読できる．つまり ，本島ではマングローブ被植率

が低く非マングローブ花粉の供給源となる陸域が広がっており ，R-0やE-0の群其を作り出 し

た可能性がある．

Seletar川に沿った地域（現在は第ニダムができており，断片的なマングローブしか残ってい

ない）では，海洋に面した河口の SG004から順次上流に向かってSGOOS.SGllO, SG006と内

陸になり ，花粉群集タイプは R-0から E-0へと変化している様子が読みとれる．このことはマ

ングローブの帯状分布でRhizophoraceaeの分布帯より 内陸側に分布する Excoecariaの優勢な植

生への変化を表していると思われる．

化石花粉群集への応用

表層堆積物の花粉群集は．化石花粉群菓の解釈に有用である．今回の分析結果からは，マン

グローブ花粉が20％以上含まれていれば，マングローブ沼の堆積物である可能性が高いという

ことが言えそうである．フロリダ半島の表層花粉の研究例でも同様な結果が出ており． Rhizophora

を30％以上含み，Auicenniaを伴うよう な群其でマングローブ沼を識別できるとしている (Wil-

lard et al., 2001). 

花粉群集は上述のようにおおむね周辺の植生を表すが，周辺地域のマングロープを平均化し

ている可能性が高く， マングローブ林内の詳細な植生の違いを復元することは困難であ る．特

にAuicenniaやSonneratiaは．含有率が少なくても堆積地近傍に卓越した植生が存在する可能

性がある．ただし ，E-0タイプの花粉群集は重要で，内陸域のマングロ ーブを示す指標になる可

能性が高い．

今回識別した 3つのタイプ分けは．古地理を復元する上で重要な示唆を与える．すなわち．

R-Rタイプはマングローブ被植率の高い島のマングローブ． R-0タイプはマングローブ被植率の

低＼ヽ比較的大きい島（あ るいは陸地）の海岸や河口からやや内陸にかけてのマ ングローブ．E-0

タイプは同様な島の内陸部のマングローブを示している可能性がある．

西南日本各地から発見されてしヽるマングローブ花粉を含む化石群梨の中で，マングロープ花

粉を高率に産し ，また多種類産することから富山県黒瀬谷累層のものはもっとも重要である．

山野井 (1986)は花粉群集の組成にもとづいて ，当時のマ ングロ ーブ林の様相を岩相から判断

される古地理と合わせて論じている．その中で．海側から陸側にかけてSonneratia,A uicennia I 

Rhizophora→Bruguiera→Excoecariaとしヽう帯状分布を復元してしヽる．Seletar川流域での R-0
タイプから E-0タイプヘの変化はこのような推定を支持するものである．

今回．シン ガポールのマングローブ沼の表層堆積物からはSonneratiaの優勢な花粉群集は見

つからなかった． 化石群其としてはSonneratia(あるしヽ は形態種のFlorschuetziaclaricolpata) 

の優勢な群集は重要で．黒瀬谷累層や岐阜県の瑞浪層群宿洞砂岩相（齊藤ほか，1995)から見

つかっている．一方，シンガポールでは酋通なRhizophoraの卓越する群集は日本からは認め ら
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れていなかったが，最近箪者の一人山野井と森の調査によ って，岡山県勝田層群吉野層から

Rhizophoraの多産する層準が認められた（未発表．詳細は近く公表予定）． Rhizophoraは東南

アジアのマングローブの主構成種として現在広く分布している．今後．日本からの化石として

もRhizophoraの卓越する群巣がさらに見つかる可能性が高い．これらのことは今後研究を進め

なくてはならない課題であろう ．

まと め

(1)シンガポールに分布するマングローブ沼の表層堆積物13試料について花粉分析を行い．

33の分類群を識別した．そのうち13属がマングローブ植物である．

(2)花粉群某はRhizophora,Excoecaria, Gramineae, Palmae cf. Cocoなどが多く含まれて

おり． 優勢なマングローブ花粉と非マングローブ花粉の含有率もとづいて 3つのタイプ

に分類された．それらはRhizophoraが卓越する R-Rタイプ，Rhizophoraが優勢なもの

の非マングロープ花粉を高率に含む ROタイプ． Excoecari,aを高率に含み非マ ングロ ー

プ花粉の含有率も高い E-0タイプである．

(3)花粉群集は試料採取地近傍ではなく採取地周辺一帯の植生を反映している可能性が高い．

(4) R-Rタイプは Ubin島などのマングローブ被植率の高い比較的狭い島から産出する花粉群

集で． R-0タイプはマングロープ被植率の低い本島沿岸部およびやや内陸にかけてのもの

からである． E-0タイプは本島内陸部を特徴づける花粉群集といえる．

(5)化石花粉群躾に適用するには，マングローブ花粉の含有率20％以上が．マングローブ冶

堆積物の基準となりそうである． 詳細な植生の復元は難しいが．堆積地周辺の平均化さ

れた植生の復元は可能である．また ，それにもとづき古地理を復元できる こともある．
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図版(Plates)1, 2 



Plate 1 

Fig. 1. Bruguiera, SG004. 

Fig. 2. Ceriops, SG213. 

Fig. 3. Rhizophora, SG105. 

Fig. 4. Rhizophora, SGlOl. 

Fig. 5. Brownlowia, SGllO. 

Fig. 6. Xylocarpus, SG105. 

Fig. 7. Lumnitzera, SG116. 

Fig. 8. Au比ennia,SG 116. 

Fig. 9. Excoecaria, SGllO. 

Fig. 10. Excoecaria, SG 110. 

Fig. 11. Sonneratia, SG002. 

Fig. 12. Hibiscus, SG204. 

(Scale bar = 50 μ m for Fig. 1-11, 100 μ m for Fig. 12) 

（スケールは50μm.ただし Fig.12についてはIOOμm)
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Plate 2 

Fig. 1. Aegiceras, SG 110. 

Fig. 2. Scyphiphora, SG005. 

Fig. 3. Sapindaceae cf. Pometia, SG204. 

Fig. 4. Cyperaceae, SG006b. 

Fig. 5. Sonnerat砥 SG002.

Fig. 6. Oncosperma, SG 101. 

Fig. 7. Gramineae, SGllO. 

Fig. 8. Dacrydium, SG209. 

Fig. 9. Albizw. type, SGllO. 

Fig. 10. Castanopsis-Lithocarpus, SG005. 

Fig. 11. Cf. Sapotaceae, SG204. 

Fig. 12. Palmae cf. Coco, SG004. 

(Scale = 50 μ m) 

（スケールは50μm)
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